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１．計画のテーマ 

本計画期間（平成２２年４月１日～平成２５年３月３１日の３年間）は、国内、

当地域のいずれにおいても厳しい経済環境が続き、金融機関相互の競争も激しさを

増すものと考えられます。 

そのような中で当行は、当行の持味を生かしながら、次の施策を進めることによ

り、「さぎんさん」、「佐賀銀行さん」と「さん付け」で呼んでいただける銀行を目

指してさらに努力を続けます。 

 

 

 

 

 

 

２．基本的施策 

（１）ＣＳ（お客さま満足度）の飛躍的向上 

① 全行的にＣＳ運動＝“ハートフルプラス+運動”を強化して展開します。 

② このため、接遇等、またご相談への対応能力等をより高度なものとするよ

う努めますが、その場合、何よりも、全ての役職員が「お客さまの喜びを自

らの喜びと感じ」られるようになることを基本とします。 

③ 地域銀行として、金融の円滑化等地域の要請に応えることを常に念頭に置

いていきます。 

④ ＣＳの向上に資するよう、一体感の醸成や組織活性化に向けた取組み等、

ＥＳ（従業員満足度）の向上に努めます。 

 

 （２）収益力の強化 

   ① 事業性貸出金については、福岡県の大きな市場での取引の拡大をさらに進

めます。 

     このため、店ごとの役割分担の見直し等全行的な営業体制の見直しを行な

い、人員配置を効率化します。 

   ② 消費者ローンについて良質な消費者ローンを開発し、推進します。 

   ③ 預金の増強に努めながら、特に預かり金融資産について販売力を強化し、

収益の一つの柱となるよう育てます。 

   ④ 債券での運用を強化します。 

     この場合、今後の金利上昇リスクを念頭に置き、債券残高をできるだけ圧

縮できるよう、金利収入だけでなく債券売買益の形での収益の確保にも努め

ます。 

     これに伴ない、業務純益は、債券５勘定尻を含めた「修正」業務純益を重

視することとします。 
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   ⑤ 経費については、システム更改に伴いシステム関連経費が増加する中で、

可能な限り全体経費の圧縮に努めます。 

   ⑥ コールセンターの業務や、インターネット・モバイルバンキングおよびＡ

ＴＭの機能拡充など、営業チャネルの充実・多様化を図ります。 

 

 （３）お客さま、株主の方々の安心感の向上 

   ① 法令等遵守態勢を確固たるものにします。 

   ② 信用コストその他の各種リスクを的確にコントロールしていきます。 

   ③ 内部留保の増大による自己資本比率、特にＴierⅠ比率の漸増に努めます。 

     また、ＴierⅠに占める繰延税金資産の割合を引き下げ、ＴierⅠ中「真水」

部分が増加するよう努めます。 

 

３．主要計数目標 

項目 ２１年度予想 ２４年度目標 

コア業務純益 ８６億円 １０５億円 

修正コア業務純益 ９１億円 １１５億円 

当期純利益 ３０億円 ４０億円 

自己資本比率 １０.９％ １１.２％ 

TierⅠ比率 ７.４％ ７.８％ 

繰延税金資産控除後 TierⅠ比率 ５.５％ ６.６％ 

不良債権比率 ３.１％ ３％前後 

ＯＨＲ ７１.９％ ６８％ 

ＲＯＡ（コア業務純益ベース） ０.４３％ ０.４９％ 

ＲＯＡ（修正コア業務純益ベース） ０.４５％ ０.５５％ 

 

<目標の前提となる預貸金>   

総預金平残 18,330 億円 19,370 億円 

総貸出金平残 12,170 億円 12,900 億円 
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《第１３次中期経営計画の概要図》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 １ ３ 次 中 期 経 営 計 画 
（平成２２年４月～平成２５年３月） 

 

 

 
テーマ 

泥 く さ く て も 誠 実 に 
～「さぎんさん」、「佐賀銀行さん」と 
     「さん付け」で呼んでいただける銀行をめざして～ 

 
 

基本的 

施 策 

■ ＣＳ（お客さま満足度）の飛躍的向上 

■ 収益力の強化 

■ お客さま、株主の方々の安心感の向上 

 

 

 

 

計 数 
 
目 標 

■ 最終年度（２４年度）目標 
● コア業務純益          １０５億円 
● 修正コア業務純益        １１５億円 
● 当期純利益            ４０億円 
● 自己資本比率         １１.２％ 
● TierⅠ比率            ７.８％ 
● 繰延税金資産控除後 TierⅠ比率   ６.６％ 
● 不良債権比率           ３％前後 
● ＯＨＲ               ６８％ 
● ＲＯＡ(コア業務純益ベース)     ０.４９％ 
● ＲＯＡ(修正コア業務純益ベース)   ０.５５％ 
 
<目標の前提となる預貸金> 
◆ 総預金平残        １９,３７０億円 
◆ 総貸出金平残       １２,９００億円 
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《ＣＳ運動＝“ハートフルプラス+運動”のイメージ図》 

 

 

 

 

 

 


